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　他者に援助を求める援助要請行動において，親しい二者間では，自尊心の低下や二者間の関係懸
念などネガティブな影響を生じさせることもある。本研究では，親しい二者間の相談行動を対象に，
援助要請に影響を与える要因として援助要請者が相談時に知覚するコストに着目した。本研究の目
的は，援助要請者と援助者の会話によって，援助要請者の知覚するコストが低減するかどうかを検
討することであった。大学生を対象に，2人1組で実験室実験を行った。日常的な会話をする統制
条件と，相談にのることはそれほど大変ではないことを話し合う実験条件に参加者ペアを割りあて，
援助要請者の知覚するコストに条件間で差があるかどうかを検討した。共分散分析の結果，援助者
に対する申し訳なさを意味する「相手への遠慮」にのみ，条件の有意な主効果が示された。結果につ
いて，相談にのることが援助者にもたらすポジティブな側面の点から，考察を行った。
キーワード：援助要請行動，相談行動，友人，コスト
　誰かに仕事を手伝って欲しいときや悩みを他の人に聞いて欲しいときのように，他者の力を借り
て問題解決を図ろうとすることは援助要請行動（help-seeking behavior）とされ，援助要請行動は，
DePaulo（1983）によって，「個人が問題の解決の必要があり，もし他者が時間，労力，ある種の資源
を費やしてくれるのなら問題が解決，軽減するようなもので，その必要のある個人がその他者に対
して直接的に援助を要請する行動」と説明される。
　援助要請行動研究の大きな目的は，援助を求められない個人が必要なときに援助を求められるよ
うになることであり，そのために，援助要請を抑制する要因についての検討が多く行われてきた。
援助要請を抑制する要因として，性別（山口・西川，1991）や自尊心（Tessler & Schwartz，1972；脇本，
2008）というような特性的な側面や，他者の存在（Shapiro，1978）のような環境的側面，援助者の性
別（Sears, Graham, & Campbell，2009）や援助者との関係（Boldero & Fallon，1995）というような対
人的要因から様々な検討がなされている。
　その中で，本研究では，援助要請を抑制しうる要因として，援助要請者のコストに着目する。コ
ストとは，元来，出費や犠牲という意味を含む用語として心理学では用いられているが，援助要請
行動や関連する援助行動研究においては，「行動によって生じるネガティブな結果」とされる（永井・
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新井，2007；高木，1998）。例えば，高木（1998）によれば，援助を求めることで生じるコストには，
自尊心の低下，他者に自身の能力のなさを露呈してしまうこと，他者からの拒絶などがある一方で，
援助を求めないことのコストには問題が未解決のままにすることで生じる不都合などがある。援助
要請行動の中でも，相談行動に焦点を当てた永井・新井（2008）では，相談することのコストとして，
相談相手に否定的な反応をされることや，自身の弱い面を知られることなどが挙げられている。さ
らに，コストの予期が専門家への援助要請を抑制しうることや（Shaffer, Vogel, & Wei, 2006），心理
療法を受けようとすることに影響することが明らかにされている（Vogel, Wade, & Hackler，
2007）。島田・高木（1994）によれば，援助要請者は，援助者への遠慮あるいはためらいを感じ，その
上で援助を要請するかどうかを決定している。さらに，日本人にとっての援助要請とは，他者のウェ
ルビーイングと引き換えに自身のウェルビーイングを追求する行為という潜在的認識があり（橋
本，2012），このことと一致して，日本人は，援助要請にかかるコストに着目しやすいことから（一言・
新谷・松見，2008）。援助要請の抑制因としてコストに着目することは意義があるといえる。
　木村・水野（2004）では，友人や家族のほうが，学生相談よりも援助を要請しようとすることを示し，
援助者の種類によって援助の求めやすさも異なることが知られている。このことと関連して，援助
を要請する際に知覚するコストも，援助要請者と援助者の関係によって異なることが想定される。
例えば，援助者との関係性や相手が自分の悩みに応じてくれるかどうか心配であるほど，援助を要
請しようとしないことが明らかにされている（木村・水野，2012）。大学生が最も落ち込む出来事と
して対人関係の悩みが挙げられ（小川，2011），そのような問題については友人に援助を求める傾向
が高い（佐藤，2008）。しかし，友人への援助要請は，自尊心の低下（Fisher & Nadler，1974）や自己
イメージの喪失（末木，2008）を生じさせうることから，専門家への援助要請と比して容易であると
は限らない（末木，2008）。さらに，友人をはじめとする親しい他者との関係は長期に渡ることが想
定されるため，集団主義文化圏では，関係懸念の点からストレス対処の際にソーシャル・サポート
を用いない傾向にある（Kim, Sherman, Ko, & Taylor，2006）。これらのことから，援助要請者は，
親しい友人が相手だとしても，援助を求めることに抵抗を感じると考えられる。したがって，本研
究では，友人への援助要請行動に着目し，援助を求める際に援助要請者が知覚するコストを低減さ
せるアプローチを探索することを目的とする。
　近年，援助要請の抑制因の低減や援助要請行動の促進を目的とした様々なプログラムや介入研究
が行われている。Pearce, Rickwood, & Beaton（2003）では，自殺予防の介入プログラムの結果，援
助要請に対する態度や自己効力感，援助要請意図は増大したが，援助要請行動には有意な影響をも
たらさなかったことが示されている。心理教育のような，専門家を交えたプログラムでは，介入に
より援助要請意図が向上したとするものと（Wilson, Deane, Marshall, & Dalley，2008），援助要請意
図 に は そ れ ほ ど 大 き な 影 響 は な か っ た と す る も の が あ る（Rickwood, Cavanagh, Curtis, & 
Sakrouge，2004；Wittouck, Autreve, Portzky, & Heeringen，2014）。同年代の仲間や友人との交流
に焦点を当てたプログラム（Conner, McKinnon, Ward, Reynolds Ⅲ , & Brown，2015）では，スティ
グマの減少やメンタルヘルスリテラシーの増大の効果があったと報告されている。日本での介入研
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究はそれほど多くはないが，永井・新井（2013）のピア・サポートトレーニングや木村（2016）の心理
教育プログラムによる効果が報告されている。このように，介入プログラムの研究は増加している
ものの，いまだ一貫した結果は得られていない段階である。
　これらの介入プログラムの多くは，専門家への援助要請を対象としたものがほとんどであり，日
常的な相談行動の促進に着目したものはそれほど多くない。また，構造的枠組みで取り入れられて
おり，時間を要することも多く，日常的に実施することは難しい。このことから，身近な友人への
援助要請行動に着目するとき，より容易に取り入れられる介入的アプローチを考案する必要がある
だろう。したがって，本研究では，より身近な他者への援助要請行動に焦点化したアプローチとして，
援助要請者と援助者のコミュニケーションに着目することとした。
　特定の相手の行動を予測する際には，その関係性による情報を用いるとされ（谷田・山岸，2004），
援助者となりうる友人とのコミュニケーションは，援助要請者にとってその後の援助要請行動や知
覚するコストに影響を与えると考えられる。さらに，コミュニケーションでは，受け手は，与えら
れたメッセージから発信者の心的状態を解釈する（熊野・大塚・三上・大和，2011）。つまり，援助要
請者は，援助者とのコミュニケーションによって，援助者が相談に応じてくれそうかどうかを推測
することができる。このことは，援助要請者にとってのコストである，援助者の反応の懸念や援助
者への遠慮とも関連するだろう。
　以上のことから，本研究の目的は，二者間のコミュニケーションを介入的アプローチの材料とし
て取り上げ，援助要請者の知覚するコストが低減するかどうか検討することである。そのために，
参加者のペアを統制条件と実験条件にそれぞれ割り当て，実験条件に介入操作を行う。我々は，自
分の立場からの情報を用いて他者の思考や感情を推測する傾向があり（Flynn & Lake，2008），それ
により，援助要請者と援助者は，相手の立場に立っての思考や感情を正しく推測することが難しい
（Bohns & Flynn，2010；Flynn & Lake，2008）。このことに関連して，竹ヶ原・安保（2013）は，援助
要請者が予測する援助コストは，援助者の実際の知覚よりも高いことを示している。本研究では，
この竹ヶ原・安保（2013）の過大評価傾向の知見を用い，援助者にとって相談にのることはそれほど
大変ではないことを参加者ペアで共有することを採用した。この実験操作により，援助要請者の視
点では推測が難しい援助者の視点の情報を，援助要請者が認知することが可能となり，援助要請者
の知覚するコストに影響を与えるだろうと考えたためである。この実験操作の結果として，実験条
件の参加者は，統制条件の参加者よりも，援助要請コストの知覚が低くなることを仮説として設定
した。
方法
参加者
　大学生・大学院生60名30組が2人1組として実験に参加した（うち女性40名20組）。講義の開始
前あるいは終了時に，コミュニケーションに関する実験として参加者を募集し，2人1組で参加する
こと，ペアは同性に限ることを条件とした。ペアを同性に限定した理由は，性別の影響をできるだ
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け統制するためである。実験参加の謝礼として，実験終了後に図書カードを配付した。本実験は，
東北大学大学院教育学研究科研究倫理委員会の承認を得て実施された（承認 ID：14-2-001）。
手続き
　Time 1　実験者から最初に実験の概要の説明があり，参加者は実験同意書に記入を行った。次に
質問紙に回答した。質問紙は，（a）フェイスシート，（b）援助要請者のコスト，（c）操作チェックを
測定する項目で構成されていた。
　続いて，参加ペアは2人で10分間の会話をした。会話の内容を確認するため，参加者の同意を得
た上で，IC レコーダーで会話を録音した。参加ペアが会話をしている間は，実験者は実験室を退
室し，別室で待機していた。
　会話の内容の操作　参加ペアを15組ずつ，統制条件と実験条件に割り当て，統制条件と実験条件
でそれぞれ異なる会話をするよう求めた。統制条件では，花田（2010）の話題リストから話題を1つ
選び，そのことについて普段通りに会話をするよう求めた。花田（2010）の話題リストには，「食べ
もののこと」，「現在熱中していること」，「趣味のこと」という日常生活での会話の話題が記載され
ている。参加者は，他の話題に逸れないように10分間会話をした。
　実験条件では，援助コストに関する援助要請者の過大評価傾向（竹ヶ原・安保，2013）について説
明を行い，そのことについて10分間話し合うよう求めた。具体的な教示は，次の通りである。
「友人など親しい人に悩みを相談する際に，その相手に時間を割いてもらうことなど，相談相手の負
担を懸念して相談をためらう人もいます。（中略）しかし，これまでの研究によって，相談される側
は相談されることを，相談する側が心配するほど負担に感じていないことがわかっています。そこ
で，これからお二人には，相談される側が相談にのることについて，それほど負担を感じていない
ということを話し合っていただきます。これまでのお二人の経験などを交えてお話ください。」
　なお，援助要請者における援助コストの過大評価傾向については，一度聴いただけでは理解が困
難であること，話が他の内容に逸れないようにすることから，「相談される側が『相談にのることは
それほど大変ではない』と感じることについて会話してください。」と書かれた A4版の用紙を，会話
中の参加者に見える位置に提示した。
　Time 2　10分間の会話が終了した後，参加者は再び質問紙に回答した。質問紙は，Time 1で回
答した（b）援助要請者のコストを測定する項目に加え，実験の現実的妥当性を尋ねる操作チェック
の項目で構成されていた。回答終了後，Time 3の調査について説明を行った。Time 3の質問紙と
返送用封筒を参加者に配布した。
　Time 3　実験日から1 ヶ月が経過する頃に，Time 2で配付したアンケートに回答するよう参加
者に連絡をした。参加者は，配布された質問紙あるいはメールに添付された，質問紙と同一の内容
のデータファイルを用いて回答し，実験者に返送または返信した。質問紙は，Time 1と同一の項
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目（操作チェック項目を除く）に，1 ヶ月間の間に生活に大きな変化があったかどうか，実験に一緒
に参加した友人との関係に変化があったかどうかの2項目を加えた。
測度
　（a）フェイスシート　参加者の性別と年齢を尋ねた。また，Time 1と Time 3の質問紙回答者の
同定のため，各参加者に ID を設定した。参加者の学籍番号の下2桁と携帯電話番号の下4桁を並べ
た合計6桁が参加者の ID となった。
　（b）援助要請者のコスト　援助要請の際に援助要請者が感じるコストについて，竹ヶ原・安保
（2013）の援助要請の際の抵抗感を測定する10項目（例：悩みを話すのは恥ずかしい）を用いた。さ
らに，援助者に対する遠慮を表した2項目を追加し，合計12項目を，援助要請者のコストの測度と
して用いた。参加者は，「あなたが相手に悩みを相談するとき，以下のことをどれだけ考えますか。」
という問いに対して，「1：全く思わない」から「7：とても思う」の7件法でそれぞれの項目に回答した。
　（c）操作チェック　参加ペアが普段からお互いに相談し合うほど親しいかどうかを確認するため
に，榎本（1999）の「信頼・安定」の6項目（例：相手を信頼している）を用いた。それぞれの項目に対し，
「1：全く思わない」から「7：とても思う」の7件法で回答を求めた。
　さらに，実験への動機付けを測定するために，Time 2で行った質問紙の最後のページに「指示さ
れた内容を本心から相手に伝えられた」，「相手の言っていることが本心からだと思えた」，「実験に
真剣に取り組んだ」の項目を設けた。それぞれの項目に対し，「1：全く思わなかった」から「5：とて
も思った」の5件法で参加者に回答を求めた。
結果
分析対象者
　ペアの相手との親しさの測度である「信頼・安定」の項目に「1：全く思わない」と回答した1名を
分析から除外した。また，実験への動機付けに関する3項目では，「1：全く思わなかった」と回答し
た者はいなかったことから，明らかにいい加減な態度で実験に臨んだ者はいないと判断した。
Time 3での有効回答数は n=36（統制条件 =19，実験条件 =17）で，返送率は Time 1の参加者数に対
し60% であった。
基礎統計
　Time 1で測定された援助要請者のコストについて因子分析（プロマックス回転・最尤法）を行っ
た。因子負荷量が .35を下回った項目，複数の因子に渡って .35以上の負荷量を示した項目を削除し，
固有値の減衰状況と因子の解釈可能性から，4因子構造と判断した。第1因子は，自身の弱い面を他
者に見られることへの不安を示す項目で構成されていたため，「弱さ表出懸念」因子と命名した。
第2因子は，相談した相手から否定的な反応をされることを示すことから「否定的反応懸念」因子と
した。第3因子は，相談相手に話を聴いてもらうことへの申し訳なさから「相手への遠慮」，第4因
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子は，相談することで生じる苦痛を意味する項目であったため「心理的苦痛」因子とそれぞれ命名
した。因子分析の結果を Table 1に，各尺度の記述統計量，クロンバックの信頼性係数，相関係数に
ついて Table 2にそれぞれ示す。
　参加ペアの会話が援助要請者のコスト知覚に与える影響を検討した。まず，Time 1が Time 2や
Time 3に与える影響を統制するため，さらに Time 1における条件間の差を統制するために，Time 
1の得点を共変量とし，条件（2：統制 vs. 実験）と時点（2：Time 2 vs. Time 3）を独立変数，援助要請
者コストの平均得点を従属変数として，それぞれ共分散分析を行った。
　「弱さ表出の懸念」，「否定的反応懸念」では，時点と条件のそれぞれの主効果，交互作用ともに有
Table 1　援助要請者のコストの因子分析結果（最尤法・プロマックス回転）
F1 F2 F3 F4
弱さ表出の懸念
相手に悩みを相談すると，自分の弱い面を知られてしまう .88 –.06 –.24 .23
相手に悩みを相談したら，自分が弱い人間だと認めることになる .84 .12 .09 –.13
相手に悩みを相談することは，自分の弱さを認めることになる .80 –.06 .13 –.01
相手に悩みを話すのは恥ずかしい .56 .08 .20 –.13
否定的反応懸念
相手に悩みを相談しても嫌なことを言われる –.11 .96 .16 .09
相手は，私の抱えている悩みを真剣に考えてはくれないだろう .16 .71 –.11 –.07
相手に悩みを相談しても，馬鹿にされる .02 .61 –.21 .02
相手への遠慮
相手に悩みを聞いてもらうのは申し訳ない .03 –.06 .96 .10
悩みを相談することで相手を困らせるのは気が引ける .05 –.08 .81 –.06
心理的苦痛
相手に相談したら，周囲の人は自分に精神的な問題があると思うだろう –.08 .02 –.03 .92
相手に悩みを話すと，自分が辛くなる .22 .01 .20 .50
因子間相関 F1 .10 .53 .38
F2 .01 .41
F3 .21
Table 2　援助要請者のコストの信頼性係数・記述統計量と因子間の相関係数
α M SD min MAX 否定的反応 相手への遠慮 心理的苦痛
弱さ表出 .86 3.18 1.32 1.00 6.00 .08  .54** .40**
否定的反応 .77 1.77 0.78 1.00 4.00 -.08 .32*
相手への遠慮 .90 4.56 1.36 1.50 7.00 .29*
心理的苦痛 .69 2.41 1.05 1.00 5.50
*p <.05, **p <  .01
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意ではなかった（「弱さ表出の懸念」：F（1, 33）= 0.72, n.s.；F（1, 33）= 0.56, n.s.；F（1, 33）= 0.01, 
n.s. ；「否定的反応懸念」：F（1, 33）= 0.50, n.s.；F（1, 33）= 0.40, n.s.；F（1, 33）= 0.22, n.s.）。「相
手への遠慮」では，条件の主効果が有意であり（F（1, 33）= 9.02, p < .01，pη2 = .22），実験条件では，
統制条件よりも，悩みを相談することで生じる申し訳なさの知覚が有意に低かった。時点の主効果，
時点と条件の交互作用は有意ではなかった（順に F（1, 33）= 1.20, n.s.；F（1, 33）= 0.11, n.s.）。「心
理的苦痛」では，時点の主効果が有意であり（F（1, 33）= 4.67, p < .05，pη2 = .12），Time 3に比べ，
Time 2のほうが悩みを相談することの気まずさは低かった。条件の主効果と時点と条件の交互作
用は有意ではなかった（F（1, 33）= 2.98, n.s.；F（1, 34）= 0.05, n.s.）。これらの共分散分析の結果
を Table 3に示す。
考察
　本研究は，援助要請行動を促進するアプローチとして，援助要請者と援助者のコミュニケーショ
ンを取り上げ，二者間の会話によって，援助要請者の知覚するコストが低減するかどうかを検討し
た。大学生を対象に，2人1組で実験室実験を行い，日常的な会話をする統制条件と，相談にのるこ
とはそれほど大変ではないことについて話し合う実験条件とにそれぞれ参加ペアを割り当てた。共
分散分析を行ったところ，「相手への遠慮」にのみ，条件の有意な主効果が見られ，介入の有効性が
示唆された。
　「相手への遠慮」は，相手に対する申し訳なさを示すコストであり，友人との会話によって，相談
することは大変ではないことについて話し合うことによって，援助者の立場では，それほど相談に
のることを煩わしくは感じていないことを共有することで，申し訳ないという気持ちが低減したと
考えられる。妹尾・高木（2011）では，援助を行うことで援助者にもポジティブな効果がもたらされ
るとしており，それによってその後の援助要請行動が促進されうるとしている。日本人には，援助
要請とは援助者のウェルビーイングと引き換えに援助要請者のウェルビーイングを追及するものと
いう潜在的な認識があるとされるが（橋本，2012），援助者にとってそれほど損失と感じるほどのも
のではない，むしろポジティブな影響もあることを示すことで，援助要請者が援助者に対して感じ
る申し訳なさは低減する可能性が考えられる。
Table 3　援助要請者のコストの共分散分析の結果
弱さ表出懸念 否定的応答懸念 相手への遠慮 心理的苦痛
Time 2 Time 3 Time 2 Time 3 Time 2 Time 3 Time 2 Time 3
M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD）
統制 3.46（1.46） 3.62（1.51） 1.53（0.64） 1.61（0.58） 4.92（1.34） 5.16（1.04） 2.55（1.07） 2.53（1.17）
実験 2.49（1.43） 2.72（1.38） 1.69（0.71） 1.69（0.79） 3.26（1.40） 3.71（1.58） 2.15（1.26） 2.29（1.13）
主効果（条件） n.s. n.s. F（1, 33）= 9.02** n.s.
主効果（時点） n.s. n.s. n.s. F（1, 33）= 4,67*
交互作用（条件＊時点） n.s. n.s. n.s. n.s.
*p  <.05, **p  < .01
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　「心理的苦痛」では，時点の影響が見られ，実験直後では，1 ヵ月後に比べて有意に低い結果を示し
た。このことは，会話内容によらず，友人との会話によって，援助要請時の葛藤が低下する可能性
を示唆する。この結果は，自分のことを気にかけてくれる存在を知覚することが重要であるとする
主張（Taylor, Sherman, Kim, Jarcho, Takagi, & Dunagan，2004）と関連し，友人の存在によって，援
助要請時の葛藤や苦痛を低減しうるのだろう。このことは，援助者との日常的なコミュニケーショ
ンがもたらす影響を示唆するものである。
　「弱さ表出の懸念」や「否定的反応」では有意な効果は示されなかった。「弱さ表出の懸念」は，援助
要請者に対する申し訳なさである「相手への遠慮」とは異なり，援助者とは無関係に知覚する援助要
請者のコストである。そのため，援助者の視点から相談にのることについてどのように感じるのか
を話し合っても，自分自身が悩みを表出することの抵抗感には影響を与えなかったのだろう。特に，
対等な立場にある友人に対して，弱い面を見せながら援助を要請することにより，助けを求める援
助要請者と，助けを与える援助者という立場の差が生じることから，自尊心の低下を引き起こすと
している（Fisher & Nadler，1974）。木村・水野（2012）では，問題が多くの人に共通すると捉えるこ
とが援助要請に影響することを明らかにしており，会話の内容をより限定した上で，友人間のコミュ
ニケーションが当該コストに与える影響についての精査が望まれる。
　本研究のデータでは，「否定的反応」に関するコストの知覚は，他のコストと比較して著しく低かっ
た。友人への相談の際に，友人には受容的態度を求めることから（Takegahara & Ohbuchi，2011），
援助者の選択の時点で，否定的な応答をされる可能性がある人物を除外している可能性があるため，
介入の効果が薄かったのだろうと考えられる。なお，中学生を対象に行った永井・新井（2013）のピア・
サポートトレーニングにおいても，介入の内容や対象者の属性の違いはあるものの，本研究で用い
たものと同一の内容である「自己評価の低下」や「否定的応答」ではトレーニングの効果は見られな
かったとされる。
本研究の限界と今後の展望
　最後に，本研究の限界点と今後に向けて述べる。第一に，援助要請者のコストの低減のみに本研
究では焦点を当てており，実際にこの介入が援助要請にどのような影響を与えるのかまでは検討し
ていない点である。友人への援助要請は，他の援助資源と比較して行われやすいことから，頻度や
援助要請意図を測定したとしても，伸びしろが少なく，統計的に有意な効果が見られない可能性も
考えられる。その点を踏まえながら，友人間のコミュニケーションが援助要請に与える影響につい
て検討していくことが必要だろう。
　第二に，他の関連要因を除外した点である。友人への援助要請が他の援助資源よりも多く行われ
るということは，他の援助資源よりも友人への援助要請についてメリットが大きいということが考
えられる。その点に着目し，友人への援助要請における利益や，あるいは友人関係の保持という点
が与える影響についても考慮し，友人への援助要請行動をより包括的な視点で捉える必要があるだ
ろう。
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　上記と関連して，本研究で用いたコストの一つである「否定的反応懸念」では，フロア効果が見ら
れた。親しい友人に対して知覚するコストは，他の援助資源に対するものと同様ではない可能性も
考えられ，この点についても，今後精査していくことが望まれる。
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 To seek help from close others would cause negative effect, such as lower self-esteem or 
relational concern. In the present study, we focused on the costs of seeking help for help-seekers 
on consulting behavior among close friends. The aim of this study was to examine whether the 
cost of seeking help for help-seekers would decrease or not by the conversation between the 
help-seeker and the help-giver. The pairs of the university students participated this experiment. 
We randomly assigned the pairs to the control condition or the experimental condition. The 
participants in the control condition were told to take daily conversation. In the experimental 
condition, they were told to discuss that taking part in a consultation is not difficult. As a result, 
the participants in the experimental condition perceived awkward on seeking help from close 
friend lower than them in the control condition. We discuss the result in the positive aspect of 
help-giving. 
Key words：help-seeking behavior, consulting behavior, friend, cost
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